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第第５５学学年年「「理理科科」」学学習習指指導導案案  授業者 比樂 憲一 

２月１５日（土） ３階実験観察室  １０：００～１０：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 単元名  振り子の運動 

 

２ 単元について 

 実験には仮説の存在が欠かせない。本単元では，振り子の周期を調べる実験の仮説設定を可能にする

ため，単元冒頭で次に示す先行的了解を子どもたちが獲得できるよう指導する。 

・認識①：振り子の周期は，おもりの「速さ」と「移動距離」の視点から考えられること 

・認識②：振り子の始点と終点は同じ高さになること 

・認識③：おもりの「速さ」は，重さによって変わらないが，高低差によって変わること 

認識①と②は天井から吊るした振り子を使って，認識③は自由落下するボールの観察によって，それ

ぞれ第１次に獲得できるようにする。このような先行的了解をもとにすれば，子どもたちは「振り子の

おもりの重さを変えても，おもりが移動する距離や速さが変わらないから，１往復する時間は変わらな

い」や「振り子の長さを長くすると，おもりの移動する速さは変わらず，移動距離が長くなるので１往

復する時間も長くなる」，「振り子の振れ幅を小さくすると，移動距離が短くなるがおもりの速さは遅

くなるので，１往復する時間は同じになる」といった仮説の設定が可能になる。 

授業では複数の仮説が競合する場面も想定される（比樂・遠西，2021）ため，仮説が実験結果を予想

する正確さや仮説の合理性の理解といった認知的側面に加え，仮説を支持する人数やそこに属している

子どもの特徴，教師が授業終末に行う科学理論への公知といった社会的側面も機能するよう計画する。 

 

３ 学習指導計画（５時間目／全６時間） 

第１次 振り子の概要と先行的了解の獲得…２時間 

第２次 振り子の周期を調べる実験…本時３／３時間 

第３次 まとめ…１時間 

 

４ 本時の学習について 

 (１）本時のねらい 

 「振れ幅を変えても，振り子の１往復する時間は変わらない」ことを説明できる。 

（２）予想される本時の展開  

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

1． 問題を捉え，仮説を設定する。 

・問題：振れ幅を変える（小さくする）と，振り子の１往復する時間は

どうなるか。 

・仮説：①おもりの移動距離が短くなるので，時間も短くなるだろう。 

    ②おもりがゆっくり移動するので，時間は長くなるだろう。 

    ③移動距離が短くなるが，おもりの速さは遅くなるので，１往

復する時間は同じだろう。 

2． 方法や結果の予想を確認し，見通しをもって実験を行う。 

・方法：調べたい条件を変えて，それ以外の条件をそろえよう。 

・予想：予想される結果は〜〜くらいだ。 

3． 結果を解釈し，支持される理論（仮説）とその理由を説明する。 

・振れ幅を変えても，１往復する時間は同じになるという仮説が支持さ

れた。なぜなら，振れ幅を 30°から 15°にしても，１往復する時間

は平均 1.4 秒だったから。 

・１往復する時間について，おもりの「速

さ」と「移動距離」の視点から考えるよう

に指示する。 

・仮説について討論しながら，どの仮説が最

も信頼できるか検討する。その際，誰がど

の仮説を信頼し，どの仮説をどの程度の人

数が信頼しているか確認する。 

・これまでの実験から想定される誤差の範囲

を含めて結果の予想を検討するように指示

する。 

・予想した結果と実際の結果を比較し，どの

仮説が信頼できるか確認する。また，授業

の最後に，科学者はどの仮説を支持してい

るか説明する。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

  理科授業における先行的了解の重要性について 

文献：比樂憲一・遠西昭寿（2021）「概念転換方略による振り子の運動の指導に関する事例研究―教室

における認知的葛藤と社会的相互過程―」『理科教育学研究』，第６２巻，第１号，323-330 

第第５５学学年年「「外外国国語語」」学学習習指指導導案案  授業者 濱 雪乃 

２月１５日（土） ２階プレイルーム  １０：００～１０：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 単元名 Let’s Travel the World! 
２ 単元について 

 当学年の子どもたちは、２学期に 12 カ国からの留学生と交流し、それぞれの言語や文化について知

ったり、ともに世界の課題について考えたりした。本単元では、そうした経験もふまえながら改めて世

界について考えるとともに、自分自身と世界をつなげ、将来行ってみたいところや体験したいことにつ

いて考えをもつ。そして、そうした思いを世界共通語としての英語で伝えることに挑戦する。 

 まずは、これまで教室の中で話題に挙がった国やニュースなどで触れている国などを Google Earth
やライブカメラなどを通してバーチャル旅行しながら、Let’s go to …! や We can visit ….などといった

英語表現に慣れ親しむ。次に、留学生との３回目の交流会で聞いた留学生の出身国の魅力について、互

いに情報を共有する。その際には、上記の英語表現を基本として用い、魅力が伝わるようにグループご

とに工夫することに挑戦させたい。また、その国でのあいさつや自己紹介の仕方など、交流会を通して

学んだそれぞれの国の言語の紹介も期待したい。そうした紹介には、ガイドブックやインターネットサ

イトなどだけでは出合わないようなものもあるだろう。その後、最終的には一人ひとりが訪れてみたい

国を一つ決め、そこでしてみたいことを英語で伝え合う。 
 中には、外国に出ることについて消極的な子どももいるだろう。そのような場合には、自身を外国に

置くことを強要するのではなく、留学生の国紹介で興味をもったものについて思いを表現したり、バー

チャル体験として考えることを促したりしたい。 

 なお、本単元で使用する英語表現は、Blue Sky elementary 5（啓林館）の Unit 8  “Let’s go to 
Singapore.” に対応している。 

 

３ 学習指導計画（５時間目／全９時間） 

第１次 世界の様々な場所をバーチャル旅行し、できることを表す英語表現に慣れ親しむ。…２時間 

第２次 交流した留学生の国について、英語で紹介する。…本時３／４時間 

第３次 自分が訪れてみたい国について英語で伝え合う。…３時間 

 

４ 本時の学習について 

 (１））本時のねらい 

  グループごと、留学生の国の魅力が伝わるように工夫しながら英語表現を使って紹介する。また、

紹介を聞きそれぞれの国でできることを理解した上で、特に魅力を感じた国を選ぶ。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

1． バーチャル旅行をしながら、できることを表す英語

表現を確認する。 

   Let’s go to … ! 
  We can visit /see /eat /enjoy /buy … . など 

２．グループごと、紹介に向けた練習をする。 

 

３．交流した留学生の国について紹介する。 

 

・Google Earth やライブカメラを使い、

世界をよりリアルに感じられるように

する。 

 

・魅力の伝わる表現の工夫について、全

体で確認してから行う。 

・二部制で行い、全員が話し手と聴き手

の両方になれるようにする。 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

  世界をリアルに感じながら言語を学習することの効果や可能性、課題について。 
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